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ラグビー グローバルリーチ

ワールドラグビー会長からのご挨拶

ワールドラグビーを代表し、ゲームのグローバルリーチに

関する年次調査の結果を発表できることを嬉しく思います

。ニールセン社が 年 月に行った研究は、 年に

私たちのスポーツが、主にゲームチェンジャーとなったラ

グビーワールドカップ日本大会のおかげで、非常にポジテ

ィブで革新的な発展、成長を遂げたことを浮き彫りにして

います。

もちろん、この文書に記載されている結果は、新型コロナ

ウィルス（ ）のパンデミックが起こる前に纏めら

れたということを認識しておく必要があり、また安全が確

認でき次第、早急に国際ラグビーに戻ることができるよう

一丸となって取り組みを続ける上で必要な見識を提供して

くれます。

この調査は、何十年もの間ラグビーと親しんできたラグビー伝統国、そして近年になって楕

円形のボールゲームに恋に落ちた国々におけるラグビーへの関心が高まる中、 年はラ

グビーにとってとりわけ重大な年であったという私たちの確信を裏付けています。女子ラグ

ビーと７人制ラグビーがラグビー新興国を中心に成長を遂げた 年。その成長が牽引し

た一年のクライマックスを飾ったのは、画期的なラグビーワールドカップ日本大会でした。

アジア全土を感動の渦に巻き込んだこの大会が残したポジティブな成果は、今後も末長く共

感を与えていくことでしょう。

アジアで初めて開催されたラグビー最高峰の大会、ラグビーワールドカップ は、

年大会を 上回る 億 万人以上の人々が世界中で観戦し、史上最も観戦された大

会となりました。この大会は、まさしく開催国の想像力を掻き立て、国の誇りを高め、感動

を呼び起こし、エンゲージメントを高め、ラグビー伝統国以外の国々でも新たな観客達を魅

了しました。

ラグビー新興国におけるラグビーへの関心の高まりにより、ファン人口は 年からほぼ

倍増の 億 万人に達しました。これら新興国の中でも、特にブラジルとインドにお

けるファン人口の増加は著しく、 年から 年にかけてそれぞれ 、 増加し

ています。

また、現在、女子選手が世界のプレーヤー人口の を占め、女子ラグビーにとっても素

晴らしい年となりました。伝統国と新興国の両方において、女子ラグビーへの関心が高まっ

たこと、また更に重要なこととして、調査が示すように女性のラグビーファン数が 増

加し、より多くの女性がラグビーに興味を持つようになったことを大変嬉しく思います。

の成功、またラグビーにおける女性達の大きな躍進は、待望のラグビーワールド

カップ ニュージーランド大会を前に幸先が良い前兆です。 年の混乱の後、この

大会がラグビー界にとって希望の光になり、もっと多くの女性たちがラグビーとそのコアバ

リューを享受できるよう感動を与える大会になると心から信じています。

この調査結果の数々は大変励みになる結果ですが、私の唯一の焦点は常に将来に向かってお

り、このスポーツを前進させることにあります。大多数の国々での認識の向上にも反映され
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ているように、プレーヤーの安全に関して大きな進展が見られ、プレイヤーウェルフェア（

選手の身の安全）はこれからも我々の最優先事項であり続けます。

世界的なパンデミックは私たちの環境を混乱に陥れましたが、我々は進歩的かつ持続可能な

変化を遂げながら、危機の状況でも大変多くの人々が証明してくれた「人格形成」という我

々の価値を信じ、ゲームを世界的に発展させ続けていけることを知っています。

最後に、加盟協会、リージョナルアソシエーション、プレーヤー、パートナー、ファン、そ

してより広範囲におけるラグビーファミリーの皆さまに対し、世界中で我々のゲームがこれ

ほどまでに特別な、愛され続けるスポーツとして発展を続けるための多大なご貢献に感謝い

たします。

サー・ビル・ボーモント

ワールドラグビー会長 
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調査方法

年 月、世界中のファンの動向や見識を纏めたニールセン社の年次「ラグビー・グロ

ーバルリーチ（ ）」の調査を行った。この調査では、グローバルラ

グビーの現状について、またワールドラグビー、加盟協会、そしてより広範なラグビーファ

ミリーがこの 年間、ゲームの発展においてどのような進展を図ることができたのかについ

て理解するために、 カ国を対象にデータを収集した。

データをまとめるにあたって、ニールセン社はラグビー伝統国 カ国とラグビー新興国の

カ国を対象に、各国の代表的な調査対象者 名に 分間のオンラインインタビューを

行った。また、この代表的な調査対象者に加えて、二次的対象者グループ国あたり 人

のラグビーフォロワーもインタビューした。

ニールセンの研究に参加している国々は次の通り。

• ラグビー伝統国 アルゼンチン、オーストラリア、イングランド、フランス、アイル

ランド、イタリア、日本、ニュージーランド、スコットランド、南アフリカ、ウェ

ールズ

• ラグビー新興国ブラジル、中国、ドイツ、インド、ロシア、アメリカ

アンケートでのトピックは以下の通り。

• ラグビーへの興味の種類、興味をもったきっかけと長さ

• 大会についての認知度と関心度

• ラグビーワールドカップ

• 男子、女子ラグビー、７人制ラグビー 意識と行動

• ワールドラグビーのブランドについての評価

• プレイヤーウェルフェアと安全に関する認識

この調査結果は 年 月と 年 月に収集されたデータと比較することができる

。

「ラグビー・グローバルリーチ」は、あらゆるスポーツに関してニールセン社が活用してい

る普遍的調査であるもう別の調査、「ニールセンスポーツ 」の調査結果と組み合わせ

て纏められている。 カ国において 歳から 歳までの代表的対象者 人をオンラ

インで調査し、ラグビーユニオンへの関心度について明らかにするため、ラグビーに「非常

に興味がある」「興味がある」「少し興味がある」「興味がない」と答えた人の人数を調査

した。インドと中国では、それぞれ の大都市に住むインターネットユーザー人口の代表

的サンプル調査対象者 人に調査を行なった。

捕外推計で使用した人口は、代表的対象者サンプルである各国の 歳の総人口に基づ

く。

ニールセン社は、ラグビーに関心のあるレベルと、公開されている各国の統計（ラグビーク

ラブ、登録プレーヤー数、男子プレーヤー数、女子プレーヤー数、総人口、都市人口、

、 ユーザー、インターネット普及率、携帯電話契約者数 との相関性を推計

。
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この回帰分析の結果は、一次調査データ不在の カ国におけるラグビーへの関心度の予測

も可能にする予測モデルであり、世界の カ国のラグビーユニオンファンの絶対数を予測

することによって調査対象の カ国と の未調査国との間のコレスポンデンス分析を行

うことができる。

このモデルでは、「トップ ボックス関心度」の ²値は であり、調査対象 カ国の

データポイントの を実際の「トップ ボックス」スコア ラグビーに興味を持っている

、または非常に興味を持っていると答えた人の数 から つの標準偏差 以内で予測で

きることを意味する。

ワールドラグビーは、 年 月、 年 月、 年 月にニールセン社が実施した

カ国以上を対象に行った年次調査結果と、 年 月に カ国を対象に纏めた年次デ

ータの比較を可能としている。
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ヘッドライン

• ラグビーへの関心は世界中で高まっている。 年のラグビーフォロワー数は 億

万人で 、 年以降 増加した。

• 世界で最も若く人口の多いアジア大陸での大会初開催となったラグビーワールドカ

ップ をきっかけに、ラグビーへの関心はアジア全域で急速に高まっている。日

本におけるラグビーへの関心度は 、インドでは に上昇した。

• 女子ラグビーも飛躍を遂げ、伝統国における関心度は に上昇、新興国では

に上昇。

• 男子ラグビーに対する世界的な関心も高まっている。伝統国では 、新興国では

に上昇。

世界中でラグビーへの関心が急速に高まっている。 年のラグビーフォロワー数は 億

万人で、 年以来 上昇した。また、ラグビーファンの数は 億 万人 、

また熱心なラグビーファンの数は 億 万人と、 年以来それぞれ と の増

加を示した。

この成長は、 年に日本で開催された先駆的かつ画期的なラグビーワールドカップ大会

で具現化し、認知度、参加者数、またスポーツとのエンゲージメントにおいて上昇。アジア

で初めて開催されたこの大会に対する世界中の関心の高まりは前例のないレベルだった。

年は、また新興国においてのラグビーへの関心度が大きく上昇し、またラグビーにお

ける女性の台頭が急速に加速した。加えて、ラグビーワールドカップ での脳震盪発生

率の大幅な低下が示すように、選手の福祉と安全についても大きく進展した。

ラグビーワールドカップ で男子ラグビーへの関心の高まりに拍車がかかり、伝統国で

、新興国で にそれぞれ上昇した。伝統国においては、最も顕著な統計が現れたの

は南アフリカで、驚くべき が男子ラグビーに関心があると答えている。ブラジルでは

、 が男子ラグビーに関心を示し、新興国では最高レベルを示した。女子ラグビーの展望

も同様に好調で、伝統国での関心度は 、新興国においては に上昇した。

アジア初のラグビーワールドカップは、大陸全体におけるラグビーへの関心度を急速に上昇

させた。ラグビーファンの数は日本で 、インドでは に増加し、 年と比較して

それぞれ 、 増加した。大会におけるエンゲージメントはアジアだけにとどまらず

、世界中のファンが熱心に大会をフォローした。 年に特にラグビーとのエンゲージメ

ントを強めたのは、伝統国ではフランスで、ラグビーワールドカップ 開催を前に開催

国としての興奮の高まりを見せている。

また、ラグビーに対する認識も大幅に改善した。ラグビーの伝統国では、チームワーク、規

律、フェアプレーなどラグビーに因んだポジティブな価値がもっと知られるようになった

ラグビーユニオンに「少し興味がある、興味がある、または非常に興味がある」と自己分類した回

答者に関連したラグビーフォロワー

ラグビーユニオンに「少し興味がある、興味がある、または非常に興味がある」と自己分類した回

答者に関連したラグビーファン

ラグビーユニオンに「非常に興味がある」と自己分類した回答者に関連した熱心なファン
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。ラグビーに関する重要な認識としてもう一つ、子供達にとって安全なスポーツであると

いう認識も急速に高まった。

ワールドラグビーにとって第１の目標はプレーヤーの安全と福祉の向上であり、 年は

この分野で更に大きな進歩を遂げた。導入に成功した「ハイタックルフレームワーク制裁リ

スト」は、ラグビーが皆にとってより楽しく安全なスポーツであることを担保するためのワ

ールドラグビーの揺るがないコミットメントを反映している。 
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第 章

成長への重要な牽引要素
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第 章：成長への重要な牽引要素

 ラグビーは新興国でも普及が進んでいる。調査対象となった新興国全体における

ラグビーファンの数は 年以来ほぼ倍増しておりブラジルとインドが最も目

覚ましい伸びを示している。

 ラグビーはポジティブな価値を多く有しており、伝統国のフォロワーの は、

男子ラグビーがポジティブな模範を示していると答えている。

 日本が開催したラグビーワールドカップ は、世界中で 億 万人以上

の人々が観戦。大会史上最も視聴されたラグビーイベントとなった。

年は、画期的なラグビーワールドカップによって世界中で関心が高まり、新興国での

力強い成長、また女子ラグビーの普及が大きく拡大した歴史的な年となった。ワールドラグ

ビーは、男子 人制ラグビーのフラッグシップイベントであるラグビーワールドカップを

アジアで初めて開催し、史上最も注目を集めた大会となった。日本全国各地で開催され、南

アフリカが優勝を勝ち取ったラグビーワールドカップ は、伝統国と新興国の両方でラ

グビーへの関心を高め、大勢のにわかファンを生み出すきっかけとなった。ワールドラグビ

ーは、 年を通じてラグビー界における女性たちの地位向上を目指す取り組みを繰り広

げ、「トライ ストップ・アス」キャンペーンを開始。女子ラグビー専門サイト、

を立ち上げた。

新興国がラグビーの世界的な成長を牽引

調査対象の主要新興国全体におけるラグビーファンの数は、 年からほぼ倍増し 億

万人にまで増加。ブラジルとインドが最も顕著な増加を示す新興国であり、ブラジ

ル人の が男子ラグビーのファンとして自己分類しており、インドでも がラグビー

ファンとして自己分類している。これらの数字は前年比でそれぞれ と の増加を表

している。

新興国では、若い新たなオーディエンスを惹きつけることで成長を続けている。ファンが男

子ラグビーをフォローしている平均期間はわずか 年で、新規フォロワーの がラグビー

セブンズまたはタッチラグビーからラグビーをフォローし始めている。

リオ でラグビーセブンズがオリンピック種目として無事デビューを果たした後、更な

る成長のスプリングボードとなる 年の東京大会が待っている。リオ オリンピッ

ク後、ブラジルにおける 人制ラグビー（セブンズ）への関心度は約 増加し、 に

到達した。ブラジルでのセブンズラグビーの飛躍は、 人制ラグビーへの関心の高まりに

も反映している。ブラジルでは、人口の がラグビーのフォロワーであり、前年比で

増加しており、インドでは がフォロワーであり、前年比で 増加している。ブ

ラジルにおける男子ラグビーのフォロー平均年数はわずか 年間で、 年オリンピッ

クの成功によって多くの新規ファンが生まれたことを裏付けている。

ラグビーは、新興国における社会で益々重要な一部となりつつある。このことはインドで最

も顕著に表れており、フォロワーのうち が、男子ラグビーは人生にとって重要な一部

であると答えている。ブラジルとインドは従来、それぞれサッカーとクリケットが国の主要

スポーツであるが、ラグビーのフォロワーの半数が、男子ラグビーに関する最新ニュースを

常時追っていると答えている。
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スポーツの魅力の鍵はラグビーが抱くポジティブな価値

ラグビーは、人格形成に繋がるポジティブな価値を提唱しており、このスポーツのコアバリ

ューである規律・フェアプレー・情熱・チームワーク、という様々な価値について多くのフ

ォロワーが認識している。伝統国のファンの 以上が、男子ラグビーはポジティブな模範

を示すと答えている。この数字は、伝統国ではフランスが最も高く、 が男子ラグビーは

ポジティブな模範を示すと答えており、同じく新興国ではブラジルが驚くべき だった

。 年には、伝統国において「チームワーク」と「情熱」のラグビーとの連想性が大幅

に上昇し、新興国では、 年当時と比較してラグビーが「エキサイティング」であると

信じている可能性が高まった。

ワールドラグビーは、 年を通じ、ドーピング予防教育と啓発プログラム「キープラグ

ビークリーン」イニシアチブを通じてラグビーにおけるフェアプレーの促進に懸命に取り組

んだ。ラグビーが公正なスポーツであり続けるためにワールドラグビーが取り組みを率先す

る中、ラグビーワールドカップ 日本大会に出場した全 チームがこのイニシアチブ

を支持した。

ラグビーワールドカップ はにわかファンを引き寄せた

日本が主催したラグビーワールドカップ は、世界中で 億 万人以上の人々が試

合を観戦した史上最も注目されたラグビーイベントとなり、 年大会の視聴率を 上

まった。また は、大会についての認知度を世界的に高めており、特に新興国で

は に大きく上昇し、伝統国でも に上昇した。

南アフリカがチャンピオンに輝いたこの大会は、伝統国におけるラグビーワールドカップへ

の関心度を に高めた。新興国では、大会の存在を知っていた人の 以上が 試合以

上の生中継を観戦したと答えた。この結果は特にアメリカとブラジルで顕著に表れており、

大会について知っていた人の半数以上が、時差があるにもかかわらず 試合以上の生中継

を観戦したと答えている。

アジアで初めて開催されたラグビーワールドカップ は、ラグビーへの関心をアジア大

陸全域において高めた。タイ、フィリピン、マレーシア、ベトナムが、世界のテレビ中継視

聴率で上位 カ国に入り、東南アジアでの成長が目覚ましいことを示している。アジアは

ラグビー普及にとって重要な地域になりつつあり、インド、フィリピン、韓国、ベトナムに

おける熱心なラグビーファンの数は 年と比較すると少なくとも倍増している。

この大会は、特に新興国で新たなファンを多く引きつけ魅了することに成功した。ブラジル

では、本大会をフォローした人の が今回初めてラグビーワールドカップをフォローし

ており、米国では 、中国では が初めてのフォロワーだった。この大会は、ワール

ドラグビーが推進するように、伝統的な国境を越えたラグビーの普及を促し、ラグビーワ

ールドカップ を知っていた新興国の人々のうち が、この大会を機にラグビーの人

気はより高まると考えている。

ラグビーワールドカップ は単なるスポーツイベント以上のものであり、日本とそれ以

外の国々においてポジティブな感情を呼び起こしたイベントとなった。日本の 人中 人

が、ラグビーワールドカップ の日本開催は日本人の想像力を掻き立て、国の誇りを高

め、感動を呼び、そしてエンゲージメントを高めたと信じている。この大会はまた、アジア

全域で行われたインパクト・ビヨンド・レガシー・プログラムに 万人の人々が参加す
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るなど、より多くの人々がラグビーを見たりプレーしたりできるような重要なレガシーを残

す大会であると期待されている。

伝統国においては、大会について知っていた人の半数以上が子供たちにもっとラグビーをプ

レーするよう勧めるだろうと答えており、 が結果としてより多くのラグビーを見るだ

ろうと答えている。新興国の数字は、ラグビーワールドカップ について知っていた人

のうち が、この大会によってもっとラグビーを見るようになったと答えており、

がこの大会によってより多くの子供たちにもっとプレーするよう勧めるだろうと答えている

。
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第 章 ラグビー界における女性の飛躍

 女性は現在、世界のラグビープレーヤーの を占めている。

 年 月の発表では、世界中で 万人がラグビーに関わっており、 年

以降、参加者の人数は 増と急上昇を遂げた。

 女子ラグビーファンの数も増加しており、調査対象国 カ国では、 年以降

、 増加している。

女子ラグビーは、ワールドラグビーが、今後 年間における最優先事項３項目の一つとし

て位置付けており、女性の発展はラグビーが普及する上で最大の機会として見なされている

。

増加する女性の参加

若い女子プレーヤーの台頭によって、現在の世界のプレーヤー人口の を女性が占めるよ

うになった。 年以降、女性のラグビー参加者は パーセント増と急増しており、世界

中で 万人の女性がラグビーに参加している。また、 年連続で世界における少女の参加

率が少年の参加率を上回った。

増加しているのは女性の参加者数だけではなく、女性ラグビーのファン層も増加している。

調査対象となった カ国全体で見ると、 年現在での女性ラグビーファンの人口は 億

万人以上に上り、 年と比較して の増加となった。

ワールドラグビーは、国際統括団体としてラグビーのあらゆるレベルにおける性差別撤廃に

向けて全力で取り組んできた。 年 月、ワールドラグビーは、フィールド内外を問わ

ず、女性が差別なくラグビーに関わることができるようにすることを目標に、野心的な「ラ

グビーにおける女性の世界的発展の加速戦略計画 〜 」を打ち出した。

私たちを止めてみてください

ワールドラグビーの戦略の中核的な要素は、引き続き世界中のファンの間で女子ラグビーの

知名度と関心を高めること。 年はメジャースポーツ連盟として初めて、主要な大会の

命名にジェンダーニュートラルなアプローチを採用するという決定を下したまたもや画期的

な年となった。

ワールドラグビーは、また斬新で独特なブランドアイデンティティ「ウィメン・イン・ラグ

ビー（ラグビーにおける女性たち）」と、新たなウェブサイト 、また

、伝統国、新興国を問わず女性のオーディエンスとの直接的な接点を作ることを目的とした

グローバルマーケティングキャンペーン「トライ＆ストップ・アス（誰も私たちを止められ

ない）」を立ち上げた。

ワールドラグビーは、 カ国から世界のラグビー界で活躍する「止められない」女性たち

を選び、ラグビーを始めよう、止められない女性になろう、というインパクトのあるキャン

ペーンメッセージを発信した。
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新しいファンを魅了する女子ラグビー

年の調査結果は、女子ラグビーの継続的な成長を示し、伝統国、新興国両方での関心

度が大幅に高かまっていることを裏付けた。伝統国では、日本で 、南アフリカでは

が女子ラグビーに興味を持っていた。新興国では、ブラジルで が興味を持ってい

た。これらの数字は、前年比でそれぞれ 、 、 の増加を表す。

年以降、女子ラグビーのポジティブなイメージは、その中核となる価値、「チームワ

ーク」と「情熱」によってますます強くなった。伝統国と新興国を問わず、調査対象者の

が、女子ラグビーは人格形成と自信につながると答えている。

これまでの 年間、ラグビーにおける女性たちを重視し投資を増やしてきたことにより、女

子ラグビーのレベルと知識が劇的に向上した。女子ラグビーフォロワーの 以上が競技

の水準は毎年向上していると答えており、フォロワーの 分の以上が女子ラグビーに関す

る知識も毎年向上していると答えている。
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第 章：ラグビーワールドカップ –日本にとってのゲー

ムチェンジャー

 日本でラグビーワールドカップが開催されたことを知っていた日本人の が

、 年に観たスポーツイベントの中で最高のイベントだったと答えており、

日本人はこの大会に魅了されていたことがわかる。

 日本全国でのラグビーワールドカップ放送の述べ視聴者合計数が 億 万人

に上るなど、膨大な数の日本人フォロワーがいた。

 この大会が日本で開催されたことを知っていた日本人のうち パーセントが、

この大会によってラグビーの人気が上がるであろうと答えており、ラグビーワー

ルドカップ が今後も長く残る大きなレガシーを作った。

 年には熱心なファンの数が 倍に増え、またファンの数は パーセント

増加するなどラグビーへの関心度は全国で大きく上昇した。

年は、日本とアジア全域におけるラグビーにとってのゲームチェンジャーとなり、あ

らゆる種類のラグビーへの関心度が新たな高みに急上昇した。日本で開催されたラグビーワ

ールドカップの成功は、大会開催前後を通じ、関心度、認知度、参加者数において大きな成

長を促した。

は、記録的な経済的、及びオンフィールドでの成功に留まらず、感動を呼び起

こし、健康・ウェルネスへの関心を高め、また国家の誇りを高めるなど、社会的利益も多く

生み出し、開催国にとって国のムードを高める莫大な価値をもたらしたことが示された。

また、エキサイティングでよりアクセスしやすい方法でラグビーを見せることで「にわか」

ファンや新規ファンを増やした。

大会開催中に 万枚以上のブレイブブロッサムズのジャージが売られ、日本中がアイコニ

ックな赤と白のジャージで溢れた。試合の観戦チケットの購入申し込みも殺到。チケット販

売総数の パーセント（ 万枚）を売り切り、過去最高を記録した。

ラグビーは日本人の生活の重要な一部になった

年現在の日本におけるラグビーフォロワー数は 万人以上に上り、実に人口の

を占めた 。国内のラグビーファンの数は 年以降 ％増加。ラグビーワールド

カップのおかげでラグビーのフォロワーが「熱心な」ファンになった人も多く、現在人口の

が「熱心な」ファンとなり、 年の から 倍に増加した。

年は、ラグビーワールドカップ によって男子ラグビーへの関心度は から

に上昇、女子ラグビーへの関心度は から に上昇した。東京オリンピックを前

に、ラグビーセブンズへの関心度も から と大きく上昇している。

日本のラグビーフォロワーのうち、男子ラグビーの試合を見たことがない人の割合は

から に減少し、常に男子ラグビーに関するニュースを追っているフォロワーの数も

日本の 歳から 歳までの人口は 万人
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から に増加するなど、日本のラグビーサポーターのラグビーへの傾倒度も高まっ

ている。ラグビーは全国で徐々に影響力を増しており、ラグビーのフォロワーの が男

子ラグビーは人生の重要な一部であると答えている。

ラグビーのポジティブな価値が日本で広まる

ラグビーは、ポジティブな価値や行動をもたらすスポーツとして広く知られている。こうし

た価値は、日本社会でもその認識を強めている。 年において、日本のラグビーフォロ

ワーの が、男子ラグビーはポジティブな模範を示すと信じると答えており（前年では

）日本でのラグビーに対する認識は向上している。

ラグビーワールドカップ 、アジア大陸ラグビーの成長を促す

アジアにおけるラグビーの近年の成長は、 年 月から 月にかけて日本で開催された

ラグビーワールドカップの成功が大きく寄与している。

年、ワールドラグビーの理事会は日本を開催国に選び、アジア初のラグビーワールド

カップ開催が決定した。世界で最も人口が多く、若々しい大陸は、もともとさほど多くの人

がラグビーをフォローしていなかったが、この大会を通じてラグビーに夢中になった。日本

では、男子ラグビーファンの半数近くがラグビーに興味を持ち始めてから 年足らずであり

、 年の初回大会以来、日本チームが毎回出場しているにもかかわらず、今回の大会を

フォローした人の半数以上が、本大会が初めてのワールドカップ体験だったと答えている。

「ブレイブブロッサムズ」は予選プールをトップで通過し、ラグビーワールドカップで決勝

ラウンドに進出しベスト８入りした最初のアジア国となり、開催国にとっても大会は成功に

終わった。優勝を飾った南アフリカを相手に準々決勝で敗退したものの、日本代表チームの

優れたパフォーマンスが日本人を惹きつけ関心を広げた。ラグビーワールドカップについて

知っていた日本人のうち、約 が、少なくとも 試合を生中継で観戦したと答えており、

試合を観たり大会に関するニュースを聞いたりしなかったと答えた人は 人中 人未満だ

った。

この大会に対する日本人の関心度の高さは、テレビ放送の視聴者数にも反映し、国内のテレ

ビ中継で観戦した視聴者述べ総数は 億 万人に上った。日本チームが決勝ラウンド進

出を決めた試合は、台風 号「ハギビス」が日本全国で大暴れしたわずか数時間後に行わ

れたが、この試合をテレビ中継で観戦した視聴者数は 万人に上り、この数字は、日本

で開催された ワールドカップ決勝戦の視聴者数を超え、日本におけるテレビで

のラグビー視聴者数の記録も塗り替えた。

ラグビーワールドカップが牽引した 年には、クラブラグビーでなく日本代表チーム「

ブレイブブロッサムズ」を応援するラグビーフォロワーの割合が から と大幅に増

加した。日本代表チームはラグビーワールドカップでエキサイティングな試合を繰り広げ、

日本国民を夢中にさせた。この大会について知っていた人の が 年に観たスポーツ

イベントの中でこの大会が最高のイベントだったと答えている。ラグビーワールドカップへ

の関心度は から に上昇し、大会を知っていた日本人の がこの大会は国民の想

像力を捉えたと答えている。
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記録を塗り替えたラグビーワールドカップのレガシー

ワールドラグビーは、ラグビーワールドカップを日本で開催することで新たなファン層を獲

得して繋がり、ゲームが普及し、長期的な遺産を残す機会が生まれると信じた。大会につい

て知っている日本人の は、大会の開催によってラグビーの水準が向上すると答え、

は開催によって子供たちがもっとラグビーをプレーするようになると答えた。大会につ

いて知っている日本人の は、アジア初のラグビーワールドカップ開催は、ラグビーに

とって良いことだと答えており、 が、この大会によってラグビーの人気がより高まるだ

ろうと答えている。
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第 章 フランス、ラグビーワールドカップ 開催準備整

う

 年現在のフランスラグビーのファンの数は、フランスの人口の に相当

するおよそ 千万人に上った。男子ラグビーのファンの ％（世界最高水準）

がラグビーの最新ニュースを常に追っているなど、ラグビーはフランスの

の一つである。

 ラグビーワールドカップ について知っていた人の多くが夢中になって大会

をフォローしており、 パーセントが６試合以上をライブで観戦したと答えて

いる。 パーセントのフランスラグビーファンが、男子ラグビーはポジティブ

な模範を示すと答えているなど、フランスのラグビーフォロワーはこの競技が善

への力だと信じており、フランスではラグビーがポジティブな価値を促すスポー

ツであるということが知られている。

フランスは、一世紀以上前の 年、ニュージーランドを相手に初のテストマッチを行な

って以来、豊かなラグビーの歴史と情熱的なファン層を持つ国であり、ラグビーに対する関

心は今日も高まり続けている。フランスにおけるラグビーへの関心度は、次のラグビーワー

ルドカップ の開催国に選ばれたことが後押しし、ますます高まっている。フランス国

民は、ラグビーワールドカップ の開催に熱く期待を寄せ、従来のファンも新たなファ

ンも皆、遂にフランスチームがウェッブエリスカップを高らかに手にする姿を待ち望んでい

る。

ラグビーワールドカップへの関心が高まる情熱的なラグビー国

ラグビーは、国民の がラグビーワールドカップについて知っており、 が興味を持

っているなど、フランスの国民意識に根付いたスポーツである。ラグビーワールドカップ

を知っていた人のうち、６試合以上の試合をライブ中継で観戦した人の割合は パ

ーセントと高く、多くが大会に夢中になっていたことが示された。

年の時点でのフランスのラグビーファンの数は、フランスの人口の を占める約

万人だった。男子ラグビーのファンの ％（世界最高水準）がラグビーの最新ニュ

ースを常に追っているなど、ラグビーはフランスの の一つである。フランスの人口の

がラグビーのフォロワーであり、 がスポーツに非常に興味があると答えている。こ

こまで高い水準でファンと繋がっているフランスのラグビーは、代表チーム「レ・ブル」が

どこで試合をしても必ず数多くの応援団がスタジアムを満たすという状況を確立している。

パーセントのフランスラグビーファンが、男子ラグビーはポジティブな模範を示すと答

えているなど、フランスのラグビーフォロワーはこの競技が善への力だと信じており、フラ

ンスではラグビーがポジティブな価値を促すスポーツであるということが広く知られている

。これも世界で最高レベルの数字である。大会開催がもたらす社会的インパクトに焦点を当

てることは の基本理念となっている。

調査対象となった 歳から 歳までのフランスの人口
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フランスは、男子ラグビーワールドカップでこれまで３度決勝まで進んでおり、 年の

大会では、自国のファンの前でなんとしても決勝戦を勝ち抜く覚悟を決めるだろう。レ・ブ

ルの闘志に匹敵するほどの情熱でファンが応援すれば、ラグビーワールドカップ は素

晴らしい大会になるはずだ。

フランスのラグビー、新たなファンの登場

フランスではラグビーが拡大しており、熱心なファンの数は 万人以上に増加している

。フランスの男子ラグビーファンの がラグビーファン歴 年以上という統計が出てお

り、ファンの多くが長い間ラグビーに関心を持ってきた。一方、ラグビーのフォロー歴が

年未満という新しいファンも パーセントを占めており、かなりの数の新規ファンもいる

。また、ラグビーワールドカップ をフォローした人の パーセントが大会を初めて

体験した人たちであり、フランスでも新しいファン層が誕生していることがわかる。これら

の統計は、フランスで新たなファンを獲得するため首尾一貫してラグビーを広めていること

を示し、ラグビーワールドカップ を支える地盤がしっかりと固まっていることを意味

している。
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第 章 プレイヤーウェルフェアを中心に据えたスポーツ

 調査対象 カ国のうち カ国が、ラグビーは 年前よりも安全になったと答え

ているなど、プレーヤーの安全に関する捉え方が改善した。

 ラグビーワールドカップ は、プレーヤーの安全に関し、重要な革新を起こ

し大きく改善した。

 日本 で発生した脳震盪の全体的な発生率とタックルによる脳震盪の発生率

がエリートレベルの大会での平均値と比較してそれぞれ 、 減少した。

 ワールドラグビーのローレビューグループは、頭部損傷のリスクを軽減するため

タックルの高さを腰までに制限する、また攻撃のスペースを作り出してタックル

の回数を減らし、ケガのリスクを軽減する キックルールなど、競技規則の

変更改正に関する任意的試験的ルールの実施を承認した。

プレイヤーウェルフェアはワールドラグビーとその加盟組合にとって最優先事項である。エ

ビデンスに基づく研究と、独立した専門家によって裏付けられたプロトコル、競技規則、ま

た教育プログラムによって、あらゆるレベルでのプレーヤーの保護と支援を行っている。

長年にわたり科学機関や専門家との共同で取り組みを行ってきたワールドラグビーは、損傷

・障害管理に関する広範囲に亘る研究を実施、支援しており、損傷の傾向と原因に関する包

括的な知識を培ってきた。ワールドラグビーと医療医学及び科学の専門家やパートナーは、

損傷の共通原因や、タックルなど損傷リスクを高める要因に的を絞った、研究に基づく損傷

予防という次のステップでの連携を図っている。

年にはこのアプローチによって、ラグビーワールドカップ 、その他のエリート大

会での脳震盪の発生率を 減少させるという驚くべき結果を出している。

プレイヤーの安全に関する認識

ラグビーにおけるプレーヤーの安全に対する認識は世界中で向上しており、調査対象となっ

た カ国のうち カ国が、ラグビーは 年前よりも安全であると答えた。また、ラグビー

をする子供たちの福祉に対する肯定的な認識もあり、保護者の は、損傷のリスクの心

配から子供をラグビーに参加させることを止めたことがないと答えており、子供向けラグビ

ーのプレーウェルフェアについてもポジティブな認識が広まっている。

マルクーシス・プレーヤーウェルフェアシンポジウム

年、パリのマルクーシスで 日間のプレーヤーウェルフェアシンポジウムが開催され

、上級医学者、管理者、コーチ、選手代表者らが参加した。シンポジウムの後、ワールドラ

グビーのローレビューグループ は、ラグビーでの損傷の予防のさらなる強化に向けた

潜在的なルール改正について議論した。 は、頭部損傷のリスクを軽減するためタック

ルの高さを腰までに制限する、また攻撃のスペースを作り出してタックルの回数を減らし損

傷のリスクを軽減する キックルールなど、競技規則の改正提案に関する任意的試験的

ルールの実施を承認した。

また、 年にワールドラグビーが世界で立ち上げたものとして、エリートとコミュニテ

ィレベルにおける軟組織の損傷リスクや脳震盪の低減を目的とした損傷予防運動プログラム

（ ）がある。このプログラムは カ国以上で実施され、軟組織損傷発生率はユ
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ースで 、成人で 減少し、脳震盪のリスクについてはユースで 、成人では

減少した。

ラグビーワールドカップ プレーヤーの安全におけるイノベーション

ラグビーワールドカップ における脳震盪の全体的な発生率とタックル脳震盪の発生率

がエリートレベルの大会での発生率平均と比較し、それぞれ と 減少するなど、プ

レーヤーの安全における大幅な革新と改善が見られた。

この大会は、ハイタックルを段階的に判定する方式を提供して、究極的に危険な衝突の減少

につなげるツールとして策定した「ハイタックルフレームワーク制裁リスト」を採用した初

のラグビーワールドカップだった。ワールドラグビーが考案したプレトーナメント啓発プロ

グラムを通じてより理解を深め、より厳格になった審判によりイエローカードの発行が

、レッドカードが 、 年のエリートレベルの大会平均に対してそれぞれ増加

した。プレイヤーは、ハイタックルに関するルールに違反した場合にカードを受け取る可能

性が高くなることを認識し、そのことが即時ルール違反への強力な抑止力となった。


